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令和 3年

春の全国交通安全運動実施
４月６日（火）～ 15日（木）

【年齢対照表】

65 歳 昭和 31 年 4 月 2 日
 ～昭和 32 年 4 月 1 日生

70 歳 昭和 26 年 4 月 2 日
 ～昭和 27 年 4 月 1 日生

75 歳 昭和 21 年 4 月 2 日
 ～昭和 22 年 4 月 1 日生

80 歳 昭和 16 年 4 月 2 日
 ～昭和 17 年 4 月 1 日生

85 歳 昭和 11 年 4 月 2 日
 ～昭和 12 年 4 月 1 日生

90 歳 昭和 6年 4月 2日
 ～昭和 7年 4月 1日生

95 歳 大正 15 年 4 月 2 日
 ～昭和 2年 4月 1日生

100 歳 大正 10 年 4 月 2 日
 ～大正 11 年 4 月 1 日生

対 象

①
令和 3年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95 歳・100 歳になる人
※右記年齢対照表を参照。

②
接種日時点で、60 歳以上 65 歳未満で、心臓・じん臓・
呼吸器・ヒト免疫不全で身体障害者手帳 1級相当の人（身
体障害者手帳を医療機関に提示）

申込み
65 歳の人には予診票を郵送します。それ以外の人は健康増進
課に電話または来所にて申込み、予診票を受領してください。
※いずれの場合も、医療機関に予約後、接種してください。

費 用 5,000 円
※生活保護世帯、中国残留邦人等支援給付制度
　受給者は、接種費用は無料（接種時に受給者
　証を提示）。

医 療 機 関 名 電 話 医 療 機 関 名 電 話 医 療 機 関 名 電 話
秋谷病院 (42)2125 香日向クリニック (44)3001 野口内科小児科医院 (42)0123
いいじまクリニック (40)5100 久我クリニック (40)3105 のぶクリニック (42)5126
飯村医院 (42)0206 斎藤医院 (42)9858 東医院 (42)0409
石塚医院 (43)7777 幸手耳鼻咽喉科医院 (43)8985 堀中病院 (42)2081
いわさきハートクリニック (44)3810 高梨クリニック (43)5522 益山クリニック (40)5511
牛村病院 (42)0025 のうみクリニック (42)7233 むさしのメディカルクリニック (40)6001

【実施医療機関一覧 (50 音順）】

問合せ　健康増進課☎（42)8421・(42)2130

　肺炎は、細菌やウイルスなどが肺に入りこんで起こる炎症です。日常でかかる肺炎の原
因菌で最も多いのは肺炎球菌という細菌です。
　高齢者肺炎球菌ワクチンの接種により、肺炎球菌による感染症の予防や感染した場合の
重症化を防ぐことができます。

【令和 3年度の実施期間】4 月 1 日から令和 4年 3月 31 日まで
※実施期間中に接種できなかった場合、その後の接種は全額自己負担になります。

※既に 23 価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスＮＰ）を接種している人は対象外。
※現在、予診票をお持ちでも、対象年齢でない人は接種不可。
※市外（県内）の場合、接種協力医であれば同費用で接種可。

65 歳から

高齢者肺炎球菌定期予防接種
65 歳から

高齢者肺炎球菌定期予防接種
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む
埼
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12
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は
、
毎
年
４
月
を「
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え
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和

行
為
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と
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問
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排
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れ
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史
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。
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踏
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を
推
進
し
て
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。
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①
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と
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齢
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を
始
め
と
す
る
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行
者
の
安
全
の
確
保
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転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
歩
行
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な
ど
の
保
護
を
始
め
と
す
る

　

安
全
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転
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の
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横
断
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道
に
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け
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歩
行
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先
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底
」
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埼玉県スローガン

人も車も自転車も

　安全・安心 埼玉県
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４
月
～
６
月
は
、
小
学
生
、
特
に
小

学
１
・
２
年
生
の
交
通
事
故
死
傷
者
の
割
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が
ほ
か
の
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べ
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。
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守
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よ
ろ
し
く
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い
し

ま
す
。


